
２
月
８
日
に
は
、
静
岡
県
浜
松
市
内

の
ホ
テ
ル
で
「
東
海
・
北
陸
・
四
国
地

３
月
17
日
、
三
重
県
鈴
鹿
市
に
あ
る

（
株
）
ケ
ー
ヒ
ン
鈴
鹿
工
場
が
主
催
す

る
「
鈴
鹿
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室
」

（
共
催：

七
日
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
、
親
子
で

交
通
事
故
の
怖
さ
を
体
験
し
、
安
全
意

識
を
高
め
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の

行
動
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
鈴
鹿
地
区
で
は
４
回

目
の
開
催
と
な
り
、
こ
の
日
は
鈴
鹿
市

や
亀
山
市
な
ど
か
ら
親
子
１
８
８
名
が

参
加
し
た
。
参
加
者
は
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
た
（
写
真
参
照
）。

今
回
は
開
催
に
合
わ
せ
、
近
隣
に
あ

る
鈴
鹿
市
立
国
府
小
学
校
の
児
童
が
交

通
安
全
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。
そ
の

中
か
ら
優
秀
作
品
が
会
場
内
に
展
示
さ

れ
た
。
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
国
府
小

学
校
の
杉
谷
直
俊
校
長
は
「
自
分
の
命

を
自
分
で
守
る
た
め
に
交
通
安
全
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
再

確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
の

制
作
を
行
い
ま
し
た
」
と
、
そ
の
ね
ら

い
を
話
す
。「
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た

交
通
安
全
教
室
は
学
校
単
独
で
は
難
し

い
の
で
、
参
加

し
た
親
子
に
と

研
修
会
に
は
東
海
・
近
畿
・
中
国
・
四

国
の
６
県
で
活
動
し
て
い
る
交
通
安
全

教
育
指
導
員
等
38
名
が
参
加
。
相
互
に
、

幼
児
や
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
指
導
を

実
演
し
（
写
真
参
照
）、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
今
回
が
２
回
目
の
参
加
と
な

る
愛
媛
県
新
居
浜
市
の
交
通
安
全
教
育

指
導
員
は
、
昨
年
の
研
修
会
で
他
の
地

区
が
紹
介
し
た
内
容
を
参
考
に
し
た
高
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三重県津市の交通教育プロバイ
ダは小学生に自転車用ヘルメッ
トの役割を説明する時の実験を
披露。生卵をヘルメットの中に
固定すれば、地面に衝突しても
割れないことを示し、ヘルメッ
ト着用とあごひもをきちんと締
めることの必要性を伝える

静岡県交通安全協会細江
地区支部の交通安全指導
員による実演

交通安全指導員の情
報交換会とともに、
さつき会のHondaパ
ートナーシップイン
ストラクターの研修
会も開催された

第4回目となる今回は188名の親子が参加

主催者を代表して開会式で挨拶を行う（株）ケーヒン
鈴鹿工場生産本部工場長の菅野秀明さん

鈴鹿市交通教育指導員は道路を横断する際
の安全確認の重要性などを説明

自転車の安全な乗り方教室では、子どもた
ちに「止まれ」の標識のある交差点での一
時停止や安全確認について指導

岡山西交通安全協会のシルバーセーフ
ティサポーターによる高齢者への自転
車の安全な乗り方の指導

「2012年東海・近畿・中国・四国地区交通安全普及活動報告会」には
地域の交通安全関連団体や警察の方々など98名が参加

TOPICS
★

ホ
ン
ダ
で
は
、
地
域
の
指
導
者
の
情

報
共
有
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
各

地
で
研
修
会
や
情
報
交
換
会
を
開
催
し

て
い
る
。
１
月
24
、
25
日
の
両
日
、
三

重
県
鈴
鹿
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
東
海
・

近
畿
・
中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
教

育
指
導
員
研
修
会
」（
主
催：

本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
鈴

鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
行
わ
れ
た
。
同

交通安全教育指導員の情報共有とレベルアップの場を提供1

2

齢
歩
行
者
向
け
の
寸
劇
を
発
表
。
研
修

会
に
初
め
て
参
加
し
た
高
知
県
の
指
導

員
は
「
私
た
ち
は
一
人
で
活
動
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
自
己
流
に
な
り
が
ち
で

す
。
今
回
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
部
分
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
す
。

２
日
目
は
研
修
会
終
了
後
、
地
域
の

●
東
海
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
教
育
指
導
員
研
修
会

●
東
海
・
北
陸
・
四
国
地
区
交
通
安
全
指
導
員
情
報
交
換
会

●
鈴
鹿
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

開
催
に
合
わ
せ
て
、
近
隣
の
小
学
生
が

交
通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

っ
て
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
は
ず
で
す
」。

閉
会
式
で
は
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
６
作

品
を
表
彰
。
代
表
で
国
府
小
学
校
５
年

生
の
東
方
つ
ぐ
み
さ
ん
に
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。
東
方
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
で

飛
び
出
し
に
よ
る
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
の
防

止
を
訴
え
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
受
賞

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
感
想

を
語
っ
て
く
れ
た
。

ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
子
交
通
安
全
教

室
で
指
導
を
担
当
し
た
（
株
）
ケ
ー
ヒ

ン
鈴
鹿
工
場
生
産
本
部
製
造
課
技
術
係

係
長
の
前
田
望
さ
ん
は
「
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
や
表
彰
は
初
め
て
の
取
組
み
で

す
。
小
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と

で
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
今
回

の
成
果
を
述
べ
た
。

今
回
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
真
の

意
味
で
地
域
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
取

組
み
と
言
え
る
。

愛媛県新居浜市の交通安全教育指導
員による高齢歩行者向けの寸劇

交
通
安
全
関
連
団
体
や
警
察
の
方
々
、

ホ
ン
ダ
の
関
連
企
業
の
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
加

わ
り
、「
２
０
１
２
年
東
海
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
地
区
交
通
安
全
普
及
活
動

報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
を
代

表
し
て
三
重
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

の
保
田
秀
樹
課
長
補
佐
が
「
交
通
事
故

を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

指
導
者
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
機
会
に
他
県
の
指
導
方
法
を

学
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
指
導

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
総
評
を
述
べ

た
。

区
交
通
安
全
指
導
員
情
報
交
換
会
」（
主

催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
浜
松
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
開

催
さ
れ
た
。
同
交
換
会
に
は
東
海
・
北

陸
・
四
国
の
７
県
で
活
動
し
て
い
る
交

通
安
全
指
導
員
20
名
が
参
加
。
各
地
区

で
活
動
し
て
い
る
交
通
安
全
教
室
の
実

演
や
活
動
内
容
を
報
告
し
合
う
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

交
換
会
終
了
後
、
地
域
の
交
通
安
全

関
連
団
体
や
警
察
の
方
々
、
さ※

つ
き
会

の
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
加
わ
り
、「
平
成
24
年

度
東
海
・
北
陸
・
四
国
地
区
交
通
安
全

普
及
活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

最
後
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
静
岡
県
警

察
本
部
交
通
企
画
課
の
武
村
和
典
課
長

が
「
各
企
業
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
も
交
通
安
全
訴
求
活
動
を
邁

進
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

※
さ
つ
き
会
は
、
ホ
ン
ダ
の
関
連
企
業
か
ら
な
る
組
織

「平成24年度東海・
北陸・四国地区交通
安全普及活動報告会」
には地域の交通安全
関連団体や警察の
方々など94名が参加

受賞者代表の東方つ
ぐみさんへ、Honda
パートナーシップイ
ンストラクターの前
田望さんから記念品
が授与された

国府小学校の児童が制作した交通安全啓蒙ポスター26作品が
会場内に展示された

トラックの内輪差による巻き込み事故の再現

ダミー人形を使いシー
トベルト未着用時の急
停止した状況を再現。
全席でのシートベルト
着用の重要性を訴えた


